様式第２号（第５条関係）

長崎港コンテナ航路利用チャレンジ調査事業計画書
１．調査事業実施者

	企業名
	

	代表者
	役職：

氏名

	本社所在地
	住所：

電話：

	連絡担当者
	氏名：

電話：
所属：
メールアドレス：

	資本金
	

	設立年月日
	

	従業員数
	

	※調査事業実施者が物流事業者の場合は、次の欄も記載してください。

	荷主企業名
	

	荷主企業所在地
	住所：

電話：

	物流担当部署
	

	担当者

（役職・氏名）
	


２．調査事業の概要（目的）

（事業の概要（目的）をご記入ください）

	≪事業概要を記載する際、次の項目を入れて下さい。≫
・今まで、どこから、どこに、何をどのくらい、〇〇港を利用して輸出入していたのか
・本事業により、事業実施企業が有する課題をどのように解決若しくは検証したいのか



３．事業内容の宣誓
　　（※本調査事業（試験輸送）を実施する際、下記の４つの要件を満たす場合は、□にレを記入ください。）

　　□　長崎港コンテナ航路を活用した新たな物流ルートに関する試験輸送である。

　　□　次年度以降、継続して６ＴＥＵ以上のコンテナ取扱いが見込まれる。

　　□　試験輸送及びこれまでに行った輸送に係る輸送関連情報の提供が可能である。
　　□　試験輸送結果の活用（情報公開）に同意する。（情報開示内容は、協議の上、その開示の範囲を決定する。
４．事業内容

（１）試験輸送計画（今回の輸送計画）
※ルートについては、生産地から消費地までを記入してください。

　※【輸出】国内生産地（市町村）→積出港（＋積換港）→海外仕向港→最終消費地（国、地域）
　※【輸入】海外仕出地（国、地域）→積出港（＋積換港）→国内港→最終仕向地（市町村）
　　※積み替え港については全て記入ください。
	品目名
	

	輸出 or 輸入
	

	ルート
	

	貨物量
	試験輸送　　　　TEU（年間見込み　　　TEU）

	※次年度以降の貨物量
	年間見込み　　　TEU

	トータル輸送時間（日）
	

	契約（貿易条件）
	

	特記事項
	


（２）これまでの利用ルート（比較検討ルート）
※これまで利用してきたルートに関する情報を記載ください。なお、今回の調査事業が初めての海外コンテナ航路利用となる場合は、長崎港と比較検討する他港利用等のルートに関する情報を記載ください。
	ルート
	

	利用船社
	

	貨物量
	比較する輸送量　　　　TEU（年間実績　　　TEU）

	トータル輸送時間（日）
	

	契約（貿易条件）
	

	特記事項
	


５．収支予算書

《収入》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	項　目
	金　額
	備　考

	自己資金
	
	

	センターからの支援金
	
	

	合計
	
	


《支出》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	項　目
	金　額
	積算内訳
	備　考

	対象経費
	輸送計画策定経費
	
	
	

	
	国内陸上輸送費
	
	
	

	
	梱包料
	
	
	

	
	国内荷役料
	
	
	

	
	輸出諸経費
	
	
	

	
	輸入諸経費
	
	
	

	
	海上・航空輸送費
	
	
	

	
	輸送品質検証経費
	
	
	

	
	その他（　　　　　　）
	
	
	

	
	消費税
	
	
	

	合計
	
	
	


　※対象経費については、見積書等の明細を添付すること

　※コスト比較、リードタイムなどを検証するために他港調査に係る経費も含めてよい。

６．試験輸送の実施回数・実施時期
　試験輸送の実施回数、概ねの実施時期（何月頃か）及び輸送量を記入してください。

	回数
	　　回

	実施時期（何月頃）
	１回目　　　　　　２回目　　　　　　　

	輸送量（ＴＥＵ）
	１回目　　　TEU、２回目　　　TEU、計　　　TEU

	特記事項
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